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清
水
一
寸
ソ
ラ
マ
メ
は
愛
媛
県
の
伝
統

野
菜
の
一
つ
で
、
一
寸
系
品
種
群
の
中
で

は
最
も
大
粒
で
味
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。

県
内
の
み
な
ら
ず
、
大
相
撲
五
月
場
所
で

の
、
観
客
の
ビ
ー
ル
の
お
つ
ま
み
と
し
て

人
気
が
高
い
ソ
ラ
マ
メ
で
あ
る
。

「
清
水
一
寸
」
の
名
称
は
、
松
山
市
の

中
心
部
に
あ
る
松
山
城
の
北
部
（
現
在
の

清
水
町
）
が
栽
培
発
祥
地
で
あ
っ
た
こ
と

に
由
来
す
る
も
の
で
、
言
い
伝
え
や
古
い

記
録
に
よ
る
と
、
栽
培
は
明
治
の
初
め
ご

ろ
、
大
阪
府
の
南
河
内

み
な
み
か
わ
ち

郡
で
栽
培
さ
れ
て

い
た
「
河
内
か
わ
ち

一
寸
」
が
清
水
村
に
持
ち
帰

ら
れ
、
地
元
で
選
抜
を
重
ね
な
が
ら
「
お

多
福
豆
」
と
し
て
定
着
し
て
き
た
も
の
の

よ
う
で
あ
る
。

以
前
は
「
お
城
山（
松
山
城
）の
見
え
る

所
で
な
い
と
立
派
な
も
の
が
で
き
な
い
」

と
い
わ
れ
、
県
内
で
は
中
予
地
域
の
松
山

市
内
だ
け
が
特
産
地
と
さ
れ
、
他
地
域
で

は
栽
培
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
昭
和
初

期
に
水
田
裏
作
と
し
て
「
清
水
一
寸
」
が

導
入
さ
れ
、
昭
和
28
年
に
採
種
組
合
が
結

成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
30
年
代
に
入

っ
て
松
山
市
周
辺
の
伊
予
市
や
松
前
ま
さ
き

町
、

北
条

ほ
う
じ
ょ
う
市
な
ど
に
も
栽
培
が
広
が
り
、
青
莢

用
、
実
と
り
用
（
菓
子
原
料
と
し
て
の
乾

燥
子
実
）
と
し
て
栽
培
面
積
が
増
加
し
、

そ
れ
と
と
も
に
青
莢
用
の
県
外
出
荷
が
盛

ん
に
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
と
相
ま
っ
て
、
県
や
農
協
に
ソ
ラ

マ
メ
部
会
が
結
成
さ
れ
、
組
織
的
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和

42
年
に
は
青
莢
用
の
低
温
冷
蔵
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
技
術
が
開
発
さ
れ
、
莢
の
黒
変
、
子

実
劣
化
が
解
消
さ
れ
た
結
果
、
京
浜
市
場

へ
の
遠
距
離
出
荷
が
可
能
と
な
り
、
産
地

化
が
さ
ら
に
進
ん
だ
。
そ
の
後
、
50
〜
55

年
に
か
け
て
県
内
東
予
お
よ
び
南
予
地
域

な
ど
15
市
町
村
に
波
及
し
、
特
定
野
菜
産

地
と
し
て
最
大
６
０
０
ha
で
栽
培
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
は
都
市
化
、
高
齢
化
に

よ
る
労
働
力
不
足
、
忌※
　

地
に
よ
る
栽
培
適

地
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
栽
培
面
積
は
減

少
傾
向
に
あ
る
。

「
清
水
一
寸
」
の
特
性
は
、
生
の
１
粒

重
が
６
・
５
ｇ
、
長
さ
34
a
、
幅
27
a
で

下
ぶ
く
れ
の
お
多
福
型
の
子し

実じ
つ

で
あ
る
。

全
国
的
な
代
表
品
種
の
一
つ
で
あ
る
「
陵

西
一
寸
」
に
比
べ
る
と
一
回
り
大
き
い
が
、

収
穫
が
や
や
遅
い
晩
生
種
で
、
草
勢
は
強

く
、
草
丈
が
約
１
・
５
ｍ
と
高
く
、
立
性

で
あ
る
。
ま
た
、
白
花
が
主
流
で
あ
る
が
、

赤
花
が
混
じ
る
な
ど
や
や
雑
駁

ざ
っ
ぱ
く

で
あ
る
。

な
お
、
採
種
農
家
で
大
粒
種
子
の
選
抜

が
行
わ
れ
て
き
た
た
め
、
２
粒
莢
率
が
高

く
、
３
粒
莢
の
「
陵
西
一
寸
」
に
比
べ
、

外
観
が
見
劣
り
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
市
場

評
価
が
下
が
り
、
県
内
で
栽
培
歴
の
浅
い

産
地
で
は
、
徐
々
に
「
陵
西
一
寸
」
な
ど

へ
の
切
り
替
わ
り
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。

近
年
に
な
っ
て
、
県
農
試
で
極
早
生
系
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※忌地（いやち）…連作すると作物の生育が悪くなり、収穫が減少する現象。連作障害の一つ。

↑

マ
ル
チ
、
除
け
つ
、
摘
芯
、
仮
支
柱
が
施
さ
れ
た
理
想
的
な
ソ

ラ
マ
メ
栽
培
管
理
状
況
。

↑清水一寸ソラマメは、全国的な代表品種の
陵西一寸より子実が一回り大きい。
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の
「
春
風
一
寸
」
や
、
３
粒
莢
率
が
高
く

子
実
の
緑
が
濃
い
「
い
よ
み
ど
り
一
寸
」

の
育
成
と
そ
の
品
種
登
録
が
行
わ
れ
、
産

地
の
維
持
・
回
復
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

「
清
水
一
寸
」
の
栽
培
は
、
普
通
栽
培

（
10
月
上
旬
播
種
、
５
月
上
〜
下
旬
収
穫
）

に
お
け
る
生
産
安
定
の
た
め
に
は
、
q
育

苗
床
の
防
虫
ネ
ッ
ト
被
覆
（
ア
ブ
ラ
ム
シ

対
策
）、

定
植
時
の
シ
ル
バ
ー
マ
ル
チ
展

張
、
w
早
期
除
け
つ
に
よ
る
強
勢
な
着
莢

枝
の
確
保
、
e
早
期
摘
芯
に
よ
る
着
莢
率

の
向
上
、
r
株
の
倒
伏
防
止
の
た
め
、
畝

の
両
側
に
２
ｍ
間
隔
で
支
柱
を
立
て
、
横

に
テ
ー
プ
を
張
っ
た
り
、
土
寄
せ
の
励
行

な
ど
を
行
う
、
t
着
莢
期
の
子
実
の
や
け

症
や
裂
皮
症
を
防
ぐ
た
め
に
、
乾
燥
時
に

は
溝
潅
水
を
行
う
こ
と
、
な
ど
が
要
点
と

い
え
る
。

錦
イ
ン
ゲ
ン
に
つ
い
て
の
文
献
や
資
料

は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
が
、

そ
れ
で
も
愛
媛
県
の
伝
統
野
菜
の
一
つ
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
県
で
大
手
の
種
苗
店
で
あ
る
村
田
種

苗
店
の
店
主
、
村
田
善
浩
氏
に
よ
る
と
、

明
治
時
代
に
北
海
道
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ー

ミ
ン
種
（
大
丸

お
お
ま
る

う
ず
ら
菜
豆

さ
い
と
う

）
が
本
県
に

導
入
さ
れ
、
こ
の
中
で
色
の
よ
い
系
統
を

選
ん
で
「
錦
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

「
錦
」
の
特
性
は
、
つ
る
性
種
で
草
丈

３
ｍ
以
上
に
な
り
、
葉
は
大
型
で
草
勢
は

強
い
。
草
丈
１
ｍ
ほ
ど
か
ら
着
果
し
、
写

真
の
よ
う
に
各
房
に
２
〜
３
莢
が
つ
く
。

莢
実
兼
用
種
で
、
収
穫
適
期
の
も
の
は

莢
色
が
淡
ク
リ
ー
ム
色
地
に
緋
紫
色
の
斑

紋
が
強
く
入
る
。
こ
の
時
の
子し

実じ
つ

は
充
実

し
て
お
り
、
大
粒
で
あ
る
。

パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
た
市
販
の
子
実
を
調

べ
て
み
る
と
、
莢
の
長
さ
11
b
、
幅
１
・

８
b
、
厚
さ
１
・
３
b

と
中
長
莢
で
、
丸

み
を
帯
び
て
い
る
。
粒
長
は
１
・
７
b
、

粒
径
１
・
２
b
、
粒
厚
１
・
１
b
、
１
粒

重
（
生
）
は
１
・
１
ｇ
と
大
粒
で
、
卵
形

に
近
い
。
生
の
粒
色
は
白
地
に
淡
緋
紫
色

の
斑
紋
が
入
り
、
１
莢
に
４
〜
６
粒
入
っ

て
い
る
。
一
見
過
熟
か
と
思
わ
れ
る
外
観

だ
が
、
莢
の
繊
維
発
達
は
少
な
く
、
莢
・

実
と
も
に
も
っ
ち
り

．
．
．
．

と
し
た
食
感
で
あ
る
。

未
熟
な
若
莢
は
黄
緑
色
地
に
淡
緋
紫
色

の
斑
紋
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
期
の
も

の
は
食
味
が
落
ち
る
。

調
理
方
法
と
し
て
は
、
主
と
し
て
豆
そ

の
も
の
の
味
を
賞
味
す
る
た
め
、
二
つ
切

り
に
し
た
も
の
を
砂
糖
、
し
ょ
う
ゆ
の
み

で
味
付
け
す
る
煮
物
用
に
利
用
す
る
こ
と

が
多
い
。

「
錦
」
の
栽
培
は
開
花
期
の
夏
季
高
温

を
避
け
た
作
型
で
、
本
県
で
は
中
山
間
地

帯
で
の
露
地
栽
培
で
あ
る
。
地
元
出
荷
が

主
体
で
あ
る
た
め
大
き
な
産
地
は
な
い
が
、

伊
予
郡
中
山
町
辺
り
で
の
栽
培
が
多
い
。

シ
ー
ズ
ン
と
も
な
れ
ば
、
デ
パ
ー
ト
の

野
菜
売
場
で
も
10
莢
ほ
ど
の
入
っ
た
パ
ッ

ク
詰
め
が
売
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
家

用
と
し
て
家
庭
菜
園
で
も
栽
培
が
見
ら
れ

る
な
ど
、
人
気
が
あ
る
。
中
山
間
地
帯
で

は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
支
柱
代
わ
り
と
し

た
間
作
的
な
混
植
も
見
ら
れ
る
。
夕
日
に

照
ら
さ
れ
た
収
穫
間
近
の
莢
色
は
、
収
穫

す
る
の
が
惜
し
い
ほ
ど
の
格
段
の
美
し
さ

で
、
ま
さ
に
錦
色
で
あ
る
。

村
田
種
苗
店
で
も
種
子
を
取
り
扱
っ
て

い
る
が
、
自
家
採
種
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

藤
井
健
雄
著
『
茄
子
な

す

』（
産
業
図
書
）
に

は
、
１
ペ
ー
ジ
を
さ
い
て
果
実
の
写
真
と

と
も
に
愛
媛
県
原
産
の
絹
皮
ナ
ス
を
紹
介

し
て
い
る
。
原
文
の
ま
ま
掲
載
す
る
と
、

「
愛
媛
県
の
原
産
。
極
め
て
大
き
な
肩
の

張
っ
た
卵
形
。
晩
生
。
果
皮
は
や
や
淡
い

感
が
あ
る
が
色
沢
は
よ
い
。
蔕へ
た

は
割
合
に

薄
く
、
大
き
く
、
先
端
が
反
転
す
る
。
緑

色
を
残
す
。
刺
は
小
さ
く
や
や
少
な
く
、

盛
夏
で
も
褪
色
し
に
く
い
。
大
茄
と
し
て

は
花
痕
が
小
さ
い
。
草
姿
は
半
開
張
、
枝

条
は
太
く
、
節
間
長
も
長
く
、
分
枝
は
少

な
い
。
半
開
張
の
も
の
と
し
て
は
草
丈
非

常
に
高
い
。
葉
は
大
型
、
黒
紫
色
に
乏
し

く
、
毛
茸
が
多
く
橘※
　

田
を
大
型
に
し
た
よ

う
な
感
が
あ
る
。
わ
が
国
の
卵
型
種
と
し

↑錦インゲンは１房に
２～３莢が着莢し、
葉は大型である（写
真は大雨による湛水
で葉の黄化が見られ
る）。

絹
皮
ナ
ス

※橘田（きった）…ナスの品種名の一つ。

錦
イ
ン
ゲ
ン

に
し
き

き
ぬ

か
わ

←
収穫適期になると莢・
子実ともに緋紫色の美
しい斑紋が入る錦イン
ゲン。
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て
は
最
も
大
型
の
も
の
で
、
肉
質
や
わ
ら

か
く
煮
食
用
」
と
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
詳
し

く
絹
皮
ナ
ス
を
紹
介
し
て
い
る
文
献
は
ほ

か
に
な
い
。

一
方
、
西
条
中
央
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
と
、
絹
皮
ナ
ス
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
昭
和
24
年
ご
ろ
に
西
条

さ
い
じ
ょ
う
市
州す

之の

内う
ち

の
工
藤
安
市
氏
が
、
奥
さ
ん
の
里
の
香

川
県
三み

豊と
よ

か
ら
三
豊
ナ
ス
苗
を
譲
り
受
け
、

栽
培
を
始
め
た
の
が
始
ま
り
で
は
な
い
か

と
い
う
説
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か

ら
、
純
粋
な
絹
皮
ナ
ス
と
三
豊
ナ
ス
が
途

中
で
混
同
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

絹
皮
ナ
ス
は
、
愛
媛
県
内
で
も
東
予
地

方
だ
け
に
栽
培
が
限
ら
れ
て
い
る
。
今
日

で
も
中
・
南
予
地
方
で
は
長
ナ
ス
が
栽
培

さ
れ
て
お
り
、
栽
培
が
東
予
地
方
に
限
定

さ
れ
て
い
る
の
は
面
白
い
現
象
で
あ
る
。

地
元
で
は
絹
皮
ナ
ス
を
「
ぼ
て
ナ
ス
」

と
か
「
ジ
ャ
ン
ボ
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、

個
人
的
に
は
「
絹
皮
」
の
方
が
果
実
の
特

徴
を
言
得
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
ナ

ス
は
焼
ナ
ス
や
糠
床
漬
け
、
煮
物
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
料
理
に
適
し
、
名
前
の
よ
う
に

皮
が
薄
く
、
果
肉
が
や
わ
ら
か
く
誠
に
美

味
で
あ
る
。
標
準
的
な
果
実
の
大
き
さ
は

果
長
15
b
、
果
径
10
b
、
果
重
３
０
０
〜

３
５
０
ｇ
で
あ
る
。

絹
皮
ナ
ス
の
栽
培
は
、
前
述
の
よ
う
に

地
域
性
が
強
い
た
め
、
地
元
出
荷
が
主
で

あ
る
。
戦
後
は
早
出
し
用
に
油
紙
を
使
っ

た
育
苗
を
行
っ
て
い
た
が
、
昭
和
30
年
代

以
降
は
ビ
ニ
ー
ル
の
出
現
で
ト
ン
ネ
ル
栽

培
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
栽
培
農
家
も
増

加
し
た
。
現
在
は
、
第
１
果
収
穫
時
期
ま

で
中
型
の
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
で
栽
培
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
昭
和
42
〜
43
年
ご
ろ
か
ら
、
連
作

障
害
対
策
と
し
て
赤
ナ
ス
台
へ
の
接
ぎ
木

栽
培
が
普
及
し
て
い
る
。
57
年
ご
ろ
か
ら

は
、
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生

に
よ
る
被
害
果
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

シ
ル
バ
ー
マ
ル
チ
の
展
張
と
併
せ
、
ホ
ル

モ
ン
処
理
の
際
に
防
除
剤
を
混
用
し
、
被

害
を
抑
え
て
い
る
。

採
種
は
自
家
採
種
が
主
体
を
占
め
て
い

る
た
め
、
形
質
が
多
少
雑
駁
ざ
っ
ぱ
く

に
な
っ
て
お

り
、
愛
媛
農
試
で
も
地
元
の
要
請
を
受
け

て
、
絹
皮
ナ
ス
の
優
良
系
統
の
選
抜
を
行

っ
て
い
る
。

松
山
長
ナ
ス
の
由
来
は
複
雑
で
、
昔
か

ら
栽
培
さ
れ
て
き
た
「
在
来
松
山
長
」
の

来
歴
は
定
か
で
な
い
。

現
在
、
市
場
に
出
回
っ
て
い
る
「
松
山

長
（
本
名
・
晩
生
本
黒
長
）」

は
、
昭
和

48
年
に
前
述
の
村
田
種
苗
店
・
村
田
善
浩

氏
が
、
「
在
来
松
山
長
」
と
長
崎
県
ヤ
エ

タ
ネ
（
八
江
農
芸
）
の
「
黒
長
ナ
ス
」
の

自
然
交
雑
種
の
中
か
ら
良
形
の
も
の
を
見

つ
け
、
こ
れ
を
「
晩
生
本
黒
長
」
と
し
て

発
表
し
た
が
、
知
名
度
の
点
か
ら
市
場
向

け
出
荷
に
際
し
て
は
松
山
長
ナ
ス
の
名
で

販
売
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
の
記
憶
（
昭
和
30
年
代
）
で
は
、

「
在
来
松
山
長
」
は
「
晩
生
本
黒
長
」
よ

り
果
長
が
短
く
（
お
よ
そ
27
〜
28
b
）
、

果
実
の
先
端
は
多
少
丸
み
を
お
び
た
先
太

り
果
（
最
大
果
径
６
b
程
度
）
で
、
中
晩

生
種
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
地
元
消
費
で

あ
っ
た
。

現
在
の
「
松
山
長
（
晩
生
本
黒
長
）
」

は
草
姿
立
性
の
晩
生
種
で
、
耐
病
性
は
強

く
、
果
形
は
大
長
で
品
質
は
よ
い
。
果
色

は
濃
黒
紫
色
で
あ
る
。
標
準
的
な
果
長
は

37
b
、
果
径
４
・
２
b
、
果
重
２
３
５
ｇ

ほ
ど
で
あ
り
、
調
理
時
に
ど
こ
を
輪
切
り

に
し
て
も
同
じ
大
き
さ
の
果
径
で
あ
る
こ

と
が
、
営
業
用
と
し
て
好
都
合
で
あ
り
喜

ば
れ
て
い
る
。

本
格
的
な
産
地
化
は
「
晩
生
本
黒
長
」

↑

愛
媛
農
試
で
の
絹
皮
ナ
ス
優
良
系
統
の
選
抜
状
況
。

↑１果重300 gと大型の卵円形の絹皮ナス。
果皮薄く、果肉がやわらかく、誠に美味
である。

松
山
長
ナ
ス

↓

松
山
長
ナ
ス
の
収
穫
初
期
の
草
姿
。
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の
発
表
さ
れ
た
昭
和
40
年
代
終
わ
り
で
、

51
年
に
は
本
県
中
予
地
域
の
伊
予
市
南
伊

予
で
初
め
て
松
山
長
ナ
ス
の
名
で
県
外
出

荷
（
主
と
し
て
京
阪
神
お
よ
び
名
古
屋
市

場
）
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
松
山
市
、
北
条

市
、
伊
予
郡
双ふ
た

海み

町
へ
と
栽
培
が
波
及
し
、

53
年
に
は
野
菜
指
定
産
地
と
な
っ
た
。
夏

季
出
荷
に
つ
い
て
は
低
温
輸
送
体
系
を
確

立
し
、
鮮
度
保
持
に
努
め
た
が
、
50
年
代

後
半
に
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
が
大

発
生
し
、
そ
の
防
除
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

そ
れ
以
降
、
栽
培
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

さ
ら
に
近
年
、
タ
キ
イ
交
配
「
庄
屋

し
ょ
う
や

大

長
」
の
出
現
に
よ
り
「
松
山
長
（
晩
生
本

黒
長
）」

の
減
少
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い

る
。
と
い
う
の
は
、
「
庄
屋
大
長
」
は
果

形
も
「
松
山
長
」
と
類
似
し
て
い
る
（
細

か
く
見
る
と
「
庄
屋
大
長
」
は
果
実
が
や

や
ス
リ
ム
で
あ
り
蔕へ

た

紫
で
あ
る
の
に
対
し
、

「
松
山
長
」
は
蔕
下
は
白
い
と
い
う
違
い

が
あ
る
）
上
に
、
や
や
早
生
で
多
収
で
あ

り
、
果
実
が
か
た
い
の
で
店
頭
で
の
日
も

ち
の
よ
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
「
晩
生
本

黒
長
」
の
育
成
元
で
あ
る
村
田
種
苗
店
で

も
、
種
子
の
販
売
量
が
減
っ
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

県
農
試
で
は
松
山
長
フ
ァ
ン
の
農
家
の

強
い
要
請
で
、
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ

マ
の
抵
抗
性
を
付
与
し
た
優
良
系
統
の
選

抜
を
手
掛
け
て
い
る
が
、
復
活
な
る
か
！

と
い
う
と
こ
ろ
で
期
待
は
大
き
い
。

テ
イ
レ
ギ
の
正
式
な
植
物
名
は
『
牧
野

植
物
図
鑑
』
に
よ
る
と
「
お
お
ば
た
ね
つ

．
．
．
．
．
．

け
ば
な

．
．
．

と
呼
ば
れ
、
山
地
或

あ
る
い
は
原
野
中
の

清
水
辺
に
生
ず
る
多
年
生
草
本
に
し
て
…

伊
予
松
山
に
て
は
之
を
て
い
れ
ぎ

．
．
．
．

と
呼
び

て
食
用
と
す
。
少
し
辛
味
あ
り
」
と
あ
る
。

テ
イ
レ
ギ
は
愛
媛
県
の
代
表
的
な
民
謡

で
あ
る
伊
予
節
（
本
文
終
わ
り
に
掲
載
）

に
「
高
井
の
里
の
て
い
れ
ぎ
や
…
…
」
と

出
て
く
る
が
、
こ
の
高
井
地
区
が
自
生
地

の
本
家
で
あ
る
。
こ
の
高
井
（
松
山
市
郊

外
）
で
は
、
以
前
は
川
と
か
溝
の
あ
ち
こ

ち
に
テ
イ
レ
ギ
が
た
く
さ
ん
自
生
し
て
い

た
。
テ
イ
レ
ギ
は
若
芽
を
摘
み
取
り
生
食

す
る
も
の
で
、
特
有
の
香
気
と
ピ
リ
ッ
と

し
た
辛
味
が
珍
重
さ
れ
、
市
内
の
旅
館
あ

た
り
で
刺
身
の
つ
ま
物
と
し
て
重
宝
さ
れ

て
き
た
野
菜
で
あ
る
。

県
外
の
人
に
テ
イ
レ
ギ
と
い
う
と
、
ク

レ
ソ
ン
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
聞
か
れ
る

が
、
テ
イ
レ
ギ
と
ク
レ
ソ
ン
（
和
名
オ
ラ

ン
ダ
ガ
ラ
シ
）
は
同
じ
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
水

生
植
物
で
は
あ
る
が
、
全
く
別
種
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
松
山
市
内
の
デ
パ
ー
ト
な
ど

の
野
菜
売
場
で
は
、
常
時
と
は
い
え
な
い

が
、
少
量
を
パ
ッ
ク
詰
め
し
た
テ
イ
レ
ギ

が
ち
ゃ
ん
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

松
山
市
で
は
、
テ
イ
レ
ギ
自
生
地
の
減

少
か
ら
、
昭
和
37
年
に
、
南
高
井
の
杖
の

渕
と
い
う
湧
水
量
豊
か
な
公
園
に
自
生
す

る
テ
イ
レ
ギ
を
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定

し
、
地
元
の
テ
イ
レ
ギ
保
存
観
光
協
会
の

人
達
に
よ
っ
て
手
厚
く
栽
培
保
護
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
予
約
販
売
も
さ

れ
て
い
る
。

テ
イ
レ
ギ
は
、
本
来
冷
涼
な
気
候
と
水

湿
地
を
好
む
た
め
、
畑
状
態
で
は
秋
口
か

ら
発
芽
し
、
春
に
か
け
て
よ
く
生
育
し
、

横
に
広
が
る
。
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

４
弁
の
白
い
小
花
を
穂
状
に
つ
け
、
６
月

に
結
実
す
る
。
結
実
株
は
夏
に
枯
死
す
る
。

し
か
し
、
こ
れ
を
水
中
で
生
育
さ
せ
る
と

栄
養
生
長
が
続
け
ら
れ
て
多
少
つ
る
性
と

な
り
、
貧
弱
な
花
を
つ
け
る
も
の
の
、
年

中
生
育
す
る
本
来
の
多
年
草
へ
と
変
身
す

る
。
水
中
に
育
つ
茎
は
緑
色
、
基
部
の
節

か
ら
は
ひ
げ
根
が
伸
び
る
。
た
だ
し
、
陸

上
で
育
っ
た
も
の
よ
り
葉
色
が
淡
い
。

愛
媛
農
試
で
は
、
バ
イ
テ
ク
手
法
を
駆

使
し
て
チ
ャ
ッ
ク
付
き
の
ポ
リ
袋
の
中
で

増
殖
・
培
養
し
、
香
気
・
辛
味
と
も
天
然

テ
イ
レ
ギ

↓

伊
予
節
に
歌
わ
れ
て
い
る
高
井
の
里
（
杖
の
渕
）
の
テ
イ
レ
ギ
の

保
存
状
況
（
水
中
花
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
水
中
で
生
育
し
て
い
る
）。 ↓

杖
の
渕
に
は
松
山
市
の
天
然
記
念
物
と

し
て
、
テ
イ
レ
ギ
の
自
生
地
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

↑

松
山
長
（
本
名
・
晩
生
本
黒
長
）
の
歴
史
は
浅
い

が
、
ど
こ
を
輪
切
り
に
し
て
も
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ

に
な
る
点
が
営
業
用
に
向
く
と
好
評
で
あ
る
。



物
に
劣
ら
な
い
製
品
を
培
養
袋
の
ま
ま
出

荷
で
き
る
大
量
増
殖
技
術
を
開
発
し
た
が
、

刺
身
の
つ
ま
物
と
し
て
の
限
ら
れ
た
用
途

の
た
め
、
大
量
生
産
し
て
も
需
要
が
限
ら

れ
て
い
る
の
が
欠
点
と
い
え
る
。

●

伊
予
節

伊
予
の
松
山
名
物
名
所

三
津
の
朝
市
　
道
後
の
湯

音
に
名
高
い
五
色
ぞ
う
め
ん

十
六
日
の
初
ざ
く
ら

吉
田
さ
し
も
も
　
小
か
き
つ
ば
た

高
井
の
里
の
て
い
れ
ぎ

．
．
．
．
．
．
．
．
．

や

紫
井
戸
の
か
た
目
ぶ
な

う
す
墨
ざ
く
ら
や
緋
の
か
ぶ
ら

チ
ョ
イ
と
　
伊
予
が
す
り

愛
媛
県
固
有
の
伝
統
野
菜
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
県
内
で
の
知
名
度
は
他
の
品
目
ほ

ど
高
く
な
い
。
ま
た
、
文
献
や
資
料
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
本
種
の
栽
培
農

家
の
間
で
は
「
ま
ん
ば
」
と
も
呼
ば
れ
、

根
強
い
人
気
が
あ
る
。

本
種
の
採
種
お
よ
び
種
子
販
売
を
行
っ

て
い
る
前
述
の
村
田
種
苗
店
・
村
田
善
浩

氏
に
よ
る
と
、
戦
後
、
九
州
方
面
や
山
口

県
な
ど
か
ら
導
入
さ
れ
た
品
種
を
地
元
で

選
抜
、
改
良
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。

「
紫
長
大
葉
」
は
県
内
で
も
広
く
栽
培

さ
れ
て
い
る
三
池
タ
カ
ナ
よ
り
葉
長
が
長

く
、
中
肋ろ

く

が
幅
広
で
あ
る
三
池
種
に
比
べ

る
と
狭
く
、
葉
身
部
が
多
い
。
名
前
の
通

り
、
全
体
に
三
池
種
よ
り
長
大
葉
で
あ
る
。

市
場
へ
出
荷
し
た
時
の
見
場
が
よ
く
、
県

内
で
の
市
場
性
は
高
い
。
紫
色
素
や
葉
の

縮
み
程
度
は
三
池
種
と
大
差
な
い
。

本
種
の
特
徴
は
、
三
池
種
よ
り
や
や
早

生
種
に
属
す
る
が
耐
寒
性
が
強
く
、
ま
た
、

各
種
病
害
に
強
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
栽

培
容
易
で
あ
る
。

栽
培
は
一
般
の
タ
カ
ナ
と
同
様
、
秋
ま

き
普
通
栽
培
用
で
あ
る
が
、
本
種
は
三
池

種
よ
り
早
生
で
太
り
が
早
く
、
早
い
う
ち

に
株
が
張
る
。
ま
た
、
長
日
下
で
抽
苔
す

る
の
で
、
あ
ま
り
早
ま
き
す
る
と
良
品
が

望
め
な
い
。
な
る
べ
く
遅
く
播
種
し
て
、

早
く
太
ら
せ
る
こ
と
が
栽
培
の
要
点
で
あ

る
。こ

の
た
め
、
本
県
で
の
播
種
期
は
９
月

中
旬
〜
10
月
上
旬
で
あ
り
、
収
穫
期
は
11

月
下
旬
〜
３
月
下
旬
で
あ
る
。
播
種
量
は

移
植
の
場
合
１
ａ
当
た
り
10
p
ほ
ど
必
要

で
あ
る
。
村
田
種
苗
店
で
の
採
種
量
は
40

r
ほ
ど
で
、
県
内
お
よ
び
香
川
県
な
ど
近

県
へ
も
種
子
が
出
て
い
る
。

収
穫
は
、
肥
大
し
た
成
熟
葉
を
下
葉
か

ら
順
次
か
き
と
っ
て
い
く
が
、
早
朝
に
収

穫
し
た
も
の
を
数
枚
束
ね
て
地
元
市
場
や

野
菜
市
へ
出
荷
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
最

後
は
30
b
ほ
ど
の
抽
苔
軸
を
収
穫
、
出
荷

す
る
。
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紫
長
大
葉
タ
カ
ナ

↑

湿
地
に
自
生
す
る
テ
イ
レ
ギ
。

←
紫長大葉タカナの採種
圃（本種の写真はいず
れも村田種苗店提供）。

←
左２葉は三池タカナ：中肋の幅が広い。
右は紫長大葉：長大葉で葉身の割合が大きい
のが特徴。

↓紫長大葉タカナの草姿。
早生で太りが早い。

※種子は、清水一寸ソラマメ、絹皮ナス、テイレギは自家採種中心です。


